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ハイドロチャー卜 Hによる水路測量と管区水路測量との比較
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1. はじめに

測量船「天洋」に装備されたハイドロチャー卜 Eは，測深カバー範囲が水深の 2.5倍であり，浅海域を面

的lζ効率よく測深できる理想的な浅海用ナローマルチビーム測深機である。しかし，その実用に際しては，

膨大な測深データの中からの不良水深データの削除，斜測深値の評価方法等の問題点が据え置かれたままで

あった。乙乙では，平成2年 8月lζ二管区水路部により実施されたむつ小川原港湾測量の際に，測得された

ハイドロチャート Eの測深データから作成された水深素図と，二管区水路部による測量原図（「天洋」搭載の

DES020〕とを比較し，ハイドロチャート E測得水深値の評価を行う。

また，現在の沿岸調査課測量担当におけるナローマルチビーム測深機（「天洋」のハイドロチャート II' 

「拓洋Jのシービーム）データの資料整理方法と，その問題点，さらに今後の展望について述べる。

2. データ処理方法

ナローマルチビーム測深機のデータ処理の流れ図を第 1図に示す。 「天洋Jハイドロチャート Eのデータ

処理に関しては，楠他（ 1989）で詳しく報告されている。それ以後，自動不良水深削除プログラムの開発

と光磁気ディスクの導入がなされている。自動不良水深削除プログラムの開発により，資料整理時聞が大幅

に短縮した。光磁気ディスクの導入により ，ローデータ及び編集処理後のデータの保存スペースが， MT Iζ 

比べ 100分の l程度に縮小されるとともに，ディスクのワーキングスペースにもかなりの余裕ができた。

「拓洋」シービームのデータ処理の内，シービーム複合測位結合MT作成までの処理は，大陸棚調査の際

のプログラムをそのまま使用している。 ζ のシービーム複合測位結合MTはバイナリーで書かれていて，沿

岸調査課のHp 9000へ転送するため，大陸棚調査室のHp 1000を用いてアスキーに変換しHp 9000へ投入

している。乙の手聞をかけても自動不良水深削除プログラムと既存の潮位補正プログラムを用いた方が，資

料整理時聞が短縮できる。また，光磁気ディスクへのデータ保存も可能となる。

ACOS830 に入力し，図上で50～250m程度に区割りされた海域内に水深を分配し，その海域内の水深

と位置を荷重平均している（水路部では乙れを「メッシュ水深Jと呼んでいるが，完全な絡子点データでは

なく，水深の位置は荷重平均により決められる）。ととで注意しなければならないととは，「水深値はデジタ

ルデータのばらつきを消去するため荷重平均した値だ」ということである。確かにデジタ Jレ値はある程度の

ばらつきを持ち，乙の荷重平均は必要な処置であり，メッシュ幅をできるだけ小さくすれば，一定の斜面や
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平知．な海底では荷重平均しても問題はない。しかし

沿岸部に存在する独立した浅所の頂上部の水深は，

平均化されるために実際の水深よりも深くなってし

まう。このため現時点では，独立した浅所のメッシ

ュ化前のデータと直下のアナログ記録を検討し，最

浅水深を採用している。将来，メッシュ化プログラ

ムを改良し，メッシュ内の最浅水深とその位置を表

示できるプログラムを開発する必要がある。

3. ハイドロチャー卜 Eの水深素図とその評価

上記のメッシュデータ（50mメッシュ 図上 5mm 

メッシュ〕から作成された水深索図の内 ，水深30m

程度の部分を第 2図K，水深50m程度の部分を第3

図に，水深 150m程度の部分を第4図に示す。ハイ

ドロチャート E測得水深のメッシュ水深はマジエン

タ，ニ管区水路部による測量原図の水深は黒で記載

されている。

水深系図を作成したメッシュの未測域を補間し，

AC 0 S 830の海底地形図作図プログラムにより作

成された海底地形図を第 5図に示す。コンタ一間隔

劃量船『天洋』

ハイドロチャートE生MT

沿岸飼輩限HP9000 
測位データと水深データの分割量
測位データと水深データの結合

航跡修正

航跡図作成
陣都．測量血匠割糠値ヂジタイザー

続み取りデータの編集処理

沿岸調査限HP9000 
自動不良水源削除
10分間隔1センチ身障位の湖位補正
光磁気ヂイ1タへのデータ保存
ACO S入力周7-;tーマット変換

ACOS830 
ホ視のメッシュ化
不良水源削除及びメッシユの補間

海底地形図作成
来補間メッシユからの水探索図作成
随都のある島崎図作成

アナログ記録止のチェック
ホ漂圏、地形図の手直し
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剥量船『妬滞J

複合測位データの修正
櫨合制位データの正分補間
測位データと水源データの鮪合
直下水深の書毒水源図作成
航跡園・.考地形図作成

シービーム複合測位結合MT

第 1図 沿岸調査課測量担当におけるナローマノレ

チビーム測深機のデータ処理の流れ図

は 1IDであり ，区域内には独立した浅所は無く ，全体的lζ勾配が 1/60程の緩斜面である。区域の北東部で

は大陸斜面に速なり，中央部にはパイプライン敷設のための溝が掘られていて，その窪地がコンターに現れ

ている。

第2～ 4図に示した様に，ハイドロチャート Eil!IJ得水深のメッシュ水深は，水深30m程度では土50cm，水

深50m程度で1ま土 1ID，水深 150m程度では土 3mで，二管区水路部による測量原図の水深と一致している

ように見える（ハイドロチャー卜 Eの斜測深値と従来の一本足測深値とでは，実際lζ測定している場所が異

なり単純に統計処理しても適切でないで，乙乙ではあくまでも主観的な評価である）。先に述べたように，

「メッシュ水深」の水深値と位置は荷重平均lとより決められていて，浅所の水深値と位置を優先的に採用す

べき測量原図とは，原理的には完全に一致するものではない。しかし，調査海域内に独立した浅所の無い緩

やかな斜面では，ハイドロチャート E測得水深のメッシュ水深は，従来の一本足測深により得られた水深と

比べて，遜色の無いものである。つまり，独立した浅所の無い緩やかな海底面では，ハイドロチャート Eの

測得水深値は，水深 100ID 以下の浅海域で‘も採用できる精度を持っと考えられる。

ハイドロチャート Eの音波の周波数は36KHzであり，他の深海用ナローマルチビーム測深機（周波数12

KHz 〉に比べ最大測深深度が千数百mと浅い反面，水深の分解能はかなり良いと言えそうである。また，一

般のナローマルチビーム測深機が左右両舷同時に音波を送受信する方式であるのに対し，ハイドロチャート

Eは左右交互に音波を送受信する方式であり ，しかも外側の送受波器の感度を高く設定しであるので，ナロ

ーマルチビーム測深機でよく見られるトンネJレ効果を起ζ しにくい（起乙さないわけではない）。
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32 341 35 36 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 49 50 51 51 53 

32 341 35 36 37 38 39 4o 40 42 42 43 糾 45 46 46 47 48 49 51 52 53 54 

32 331 35 36 38 39 40 41 42 42 44 44 46 46 47 49 50. 51 51 53 

ーー司可且 内向 m m・ 42 a ・ 昼 A , .- • - II I • - hr>  >:::n. F 《＂＂

1+(2~’ 
第 3図水深50m付近の水深図 CTM図法， 1/10000)

ハイ ドロチャ ート E測得水深のメッシュ水深はマジエンタ ，二管区水路部による
測量原図の水深は黒で記載されている。
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14-1。27’
第 4図水深 150m付近の水深図（TM図法， 1/ 10000)

ハイドロ チャート E測得水深のメッシュ水深はマジエンタ，二管区水路部による測

測量原図の水深は黒で記載されている。
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援篠張 CONTOUR CH向RT 門UTUOGRW向RR 1/10000 機嫌後

第 5図 むつ小川原沖合部海底地形図（ランベルト図法，原図 1/10000)
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4. 今後の課題と展望

むつ小川原港湾測量の際に測得されたハイ ドロチャー 卜Eの測深値と， 「天洋」搭載のDES020の測深値

を比較し，ハイドロチャー 卜E測得水深値は水深30m程度では土50c皿以内の精度であると考えられる。未だ

残された問題として測量船「天洋」の喫水補正 ・発信線の微調整およびハイ ドロチャー 卜Eのバイアスチェ

ックがある。乙れまでの調査で，ハイドロチャー トEのローデータ水深値がDES 020の測深値よりも深く

なってしまう場合がしばしばあったが，最近の測深結果によると DES 020の方が系統的IC'.:20～30cm程度浅

い可能性がある。今後の機器テストで精密なノイーチェックを行い，航行時の「天洋」の正確な喫水測定と発

信線の微調整をする必要がある。ハイドロチ ャー トEのバイアスチ ェックも ，機器テス トのデータを基lζ行

う予定である。

5. おわりに

本論中の調査に従事して頂いた測量船 「天洋」の船長以下乗組員諸氏の絡段の御努力に心より感謝いたし

ます。第 2管区水路部の資料整理班，深江邦一氏，服部敏一氏，山谷堅一氏による測量原図を使用させて頂

いた。沿岸調査課の縞勝浩氏には資料整理を手伝って頂いた。 ζ乙lζ明記して謝意を表します。

報告者紹介

Kazuki Watanabe 

渡辺 一樹
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